
用語説明➋

用語説明➊

民生費…�子どもや高齢者などの福祉サービスに使う
お金

総務費…�庁舎の維持管理、税の徴収、地域振興、選
挙など、市の全般的な運営管理に使うお金

土木費…�道路や橋、河川、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金

公債費…市の借金(市債)を返済するお金
教育費…�小・中学校の管理運営や生涯学習の推進な

どに使うお金
衛生費…健康診断やごみ処理などに使うお金
農林水産業費…農業・林業の振興のために使うお金
商工費…�商工業や観光の振興、企業誘致などに使う

お金
消防費…�消防組合への負担金や消防団の運営など、

防災活動に使うお金 
災害復旧費…�令和２年７月豪雨などの災害復旧に使

うお金

自主財源……�市町村が自ら確保できる財源。歳入全
体に占める割合が高いほど財政の安定
性が増す

依存財源……�国や県の意思決定に基づいて配分され
る財源

市税…………�市民税・固定資産税・軽自動車税など、
市民や事業所から納められる税金

地方交付税…�どの自治体でも一定の行政サービスを
提供できるように、国が自治体の財政
状況に応じて配分するお金

国庫支出金…�特定の事業を行うため国から交付され
るお金

市債…………�公共事業などの財源として借り入れる
お金

県支出金……�特定の事業を行うため県から交付され
るお金

人吉市の
財政事情 を
お知らせします

令和６年度普通会計の決算報告

　人吉市の令和６年度の決算がまとまりました。市にど
のくらいのお金が入ってきて、どのように使ったのか、
普通会計（一般会計に人吉球磨地域交通体系整備特別会
計と公共用地先行取得事業特別会計を加えたもの）の財
政状況を報告します。令和６年度決算は市議会の決算特
別委員会で審議されます。

問合せ　市財政課財政係（☎２２－２１１１　内線３２２４）

257億
8,497万３千円

歳 入

246億
7,633万６千円

歳 出

市税（14.3％）市税（14.3％）
36億8,349万円36億8,349万円

その他（15.5％）
40億177万２千円

地方交付税（23.5％）地方交付税（23.5％）
60億5,555万６千円60億5,555万６千円

国庫支出金（21.3％）
54億9,872万６千円

市債（11.2％）市債（11.2％）
29億120万円29億120万円

県支出金（9.0％）県支出金（9.0％）
23億1,529万７千円23億1,529万７千円

その他（5.2％）
13億2,893万２千円

民生費（31.4％）民生費（31.4％）
77億4,161万４千円77億4,161万４千円

総務費（17.3％）
42億6,584万９千円土木費（15.9％）土木費（15.9％）

39億2,925万６千円39億2,925万６千円

公債費（11.6％）
28億5,685万１千円

教育費（6.6％）教育費（6.6％）
16億3,285万６千円16億3,285万６千円

衛生費（4.7％）衛生費（4.7％）
11億6,531万９千円11億6,531万９千円

災害復旧費（2.3％）
５億5,626万４千円

消防費（2.4％）
５億9,281万７千円

商工費（2.8％）
６億8,384万１千円

農林水産業費（4.3％）農林水産業費（4.3％）
10億7,528万６千円10億7,528万６千円

その他（0.7％）
１億7,638万３千円

自主財源（
29.8％

）

依存財源（70.2％）

令和６年度決算状況
　令和６年度普通会計歳入額は 257 億 8,497 万３千円で、前年に比べ７億 7,961 万１千円減りました。歳出額は
246 億 7,633 万６千円で、前年度より５億 1,900 万４千円減りました。
　歳入歳出差引額は 11 億 863 万７千円のプラスで、前年に比べ２億 6,060 万７千円減りました。

　令和２年７月豪雨で被災した人たちの恒久的な
住まいとなる災害公営住宅が完成しました。

事業費 11億3,910万８千円
災害公営住宅整備事業（東校区）

　中原小体育館の屋根の修繕など、施設整備を行
いました。

事業費 7,247万２千円
小学校施設整備事業

　定額減税を十分に受けられない人へ調整給付を
支給し、物価高騰に対する支援を行いました。

事業費 ２億3,442万５千円
定額減税補足給付金（調整給付）支給事業

　JR九州からSL人吉の無償譲渡を受け、静態保存
に向けた輸送や軌道の整備などを行いました。

SL人吉展示事業
事業費 7,088万６千円

令和６年度の  主な事業

　歳入では、前年に比べ地方譲与税、地方特例交付
金、繰入金、諸収入などが増え、市税、地方交付税、
国庫支出金、市債などが減りました。
　諸収入は、前年度からの繰越金や、学校給食費の
公会計化による学校給食費などが増え、前年に比べ
約７億 487 万８千円の増収でした。
　市債は、災害復旧事業の終了などにより減りまし
た。
　市の自主財源（市税や使用料、手数料など市が自
主的に確保できる財源）は歳入全体の約 29.8％し
かなく、依然として国からの地方交付税などの依存
財源に頼っている状況です。

歳入（入ってきたお金）

　歳出では、前年に比べ総務費、民生費、農林水産
業費、教育費、公債費などが増加し、議会費、商工
費、土木費、災害復旧費などが減少しました。
　農林水産業費は、林業・木材産業生産性強化対
策事業補助金などが増え、前年に比べ約５億 8,491
万１千円増加しました。
　土木費は、災害公営住宅整備事業や、木造仮設住
宅利活用事業、避難路整備事業などが減り、前年に
比べ約 11 億 5,582 万２千円減少しました。
　災害復旧費は、令和２年７月豪雨災害復旧事業の
完了などで減り、前年に比べ約６億 5,750 万９千
円減少しました。

歳出（使ったお金）
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